
要
請
項
目
は
「
地
域
最
賃
を

１
５
０
０
円
に
」
「
全
国
一
律

最
賃
制
度
を
」
「
最
賃
審
議
委

員
は
公
平
に
、
ま
た
女
性
の
選

任
を
」
「
専
門
部
会
の
公
開
を
」

「
中
小
企
業
支
援
を
」
な
ど

7
項
目
に
つ
い
て
懇
談
を
行

い
ま
し
た
。

横
山
賃
金
室
長
は
、
中
小
企

業
支
援
に
つ
い
て
は
「
業
務
改

善
助
成
金
制
度
を
実
施
し
て
い

る
こ
と
を
周
知
し
て
い
る
。
静

岡
県
の
利
用
状
況
は
２
２
０
件

あ
り
全
国
的
に
も
進
ん
で
い
る
」

審
議
委
員
の
選
任
に
つ
い
て

は
「
総
合
的
に
勘
案
し
て
決
め

て
い
る
」
と
従
来
通
り
の
回
答

で
具
体
的
基
準
は
示
し
ま
せ
ん

で
し
た
。
そ
の
他
の
項
目
に
つ

い
て
「
要
請
の
あ
っ
た
こ
と
は

審
議
会
に
伝
え
検
討
し
て
も
ら

う
」
ま
た
「
国
へ
報
告
す
る
」

と
明
確
な
話
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

参
加
者
か
ら
「
愛
知
県
で
募

集
時
給
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、

静
岡
・
岐
阜
県
に
隣
接
し
て
い

る
市
は
賃
金
が
低
い
。
こ
れ
は

隣
接
す
る
県
の
最
低
賃
金
が
低

い
た
め
で
は
な
い
か
」
ま
た
、

「
岐
阜
や
三
重
で
は
若
い
人
が

愛
知
県
に
流
れ
て
い
る
」
「
物

価
高
を
加
味
し
た
審
議
を
し
て

ほ
し
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ
り

ま
し
た
。

6
月
27
日
（
月
）
県
庁
政

治
部
記
者
ク
ラ
ブ
に
お
い
て
、

第
３
８
０
回
静
岡
地
方
最
低
賃

金
審
議
会
開
催
に
む
け
て
、
物

価
高
の
中
、
最
賃
の
大
幅
引
き

上
げ
を
答
申
を
の
「
声
明
」
を

発
表
し
ま
し
た
。

全
労
連
非
正
規
セ
ン
タ
ー

は
「
パ
ー
ト
・
派
遣
な
ど
非
正

規
で
働
く
な
か
ま
の
全
国
集
会
」

を
6
月
18
・
19
日
、
富
山
市

で
開
催
し
県
評
か
ら
2
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

18
日
の
全
体
集
会
で
、
柳

恵
美
子
代
表
は
「
岸
田
首
相
は

物
価
高
騰
対
策
に
消
費
税
減
税

を
求
め
る
声
を
聞
か
な
い
。
最

低
賃
金
を
全
国
一
律
１
５
０
０

円
に
、
均
等
待
遇
な
ど
い
の
ち

と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を
実
現

し
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

分
科
会
「
全
国
一
律
最
低
賃

金
制
度
と
１
５
０
０
円
以
上
の

実
現
を
」
で
市
民
共
同
法
律
事

務
所
の
中
村
和
夫
弁
護
士
は

「
国
は
業
務
改
善
助
成
金
制
度

を
実
施
し
て
い
る
が
、
企
業
側

か
ら
は
使
い
勝
手
が
悪
く
利
用

件
数
も
少
な
い
。
最
賃
の
引
き

上
げ
で
人
間
ら
し
い
働
き
方
に

変
え
て
い
こ
う
」
と
話
し
ま
し

た
。運

動
交
流
で
、
と
ち
ぎ
コ
ー

プ
労
組
の
鈴
木
記
久
恵
さ
ん
は
、

「
最
賃
署
名
チ
ャ
レ
ン
ジ
ャ
ー

に
登
録
し
署
名
活
動
を
し
た
、

署
名
を
集
め
る
た
め
最
賃
の
こ

と
や
同
一
労
働
同
一
賃
金
な
ど

説
明
し
な
い
と
理
解
さ
れ
な
い
。

子
供
た
ち
に
明
る
い
未
来
を
創

る
た
め
に
一
筆
を
い
た
だ
く
こ

と
に
や
り
が
い
を
感
じ
た
」
。

埼
玉
県
労
連
の
加
藤
靖
さ
ん

は
「
最
低
生
計
費
調
査
を
行
い

月
額
24
万
円
（
時
給
１
４
４

０
円
）
が
必
要
と
な
っ
た
」
と

の
べ
ま
し
た
。

意
見
交
換
で
「
日
本
全
体
の

賃
金
格
差
を
縮
小
し
貧
困
を
な

く
す
に
は
最
賃
引
き
上
げ
が
必

要
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

作
家
の
雨
宮
処
凛
さ
ん
が

「
格
差
を
正
し
誰
も
が
笑
顔
で

暮
ら
せ
る
社
会
を
～
コ
ロ
ナ
禍
、

困
窮
者
支
援
の
現
場
か
ら
～
」

と
題
し
記
念
講
演
を
行
い
ま
し

た
。
集
会
終
了
後
富
山
市
内
を

パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

来
年
は
神
奈
川
県
で
の
開
催

で
す
。
参
加
を
お
願
い
し
ま
す
。
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県評しずおか
物
価
高
を
加
味
し
た

審
議
を
要
請

東
海
北
陸
ブ
ロ
ッ
ク
最
賃
キ
ャ
ラ
バ
ン

全
労
連
東
海
北
陸
地
方
協
議
会
は
、
最
低
賃
金
を
１

５
０
０
円
に
、
全
国
一
律
最
賃
な
ど
を
求
め
る
最
賃
キ
ャ

ラ
バ
ン
を
6
月
23
・
24
・
30
日
に
行
い
ま
し
た
。
静
岡

県
労
働
局
へ
は
6
月
23
日
に
行
い
、
ブ
ロ
ッ
ク
の
役
員

3
名
と
県
評
か
ら
は
菊
池
議
長
は
じ
め
9
名
が
参
加
し

ま
し
た
。

地域最賃を１５００円になど7項目を要請する参加者（左）＝23日、労働局

子
供
た
ち
の

明
る
い
未
来
の
た
め
に
一
筆

全
労
連
非
正
規
全
国
交
流
集
会

「
憲
法
を
守
り
・

い
か
す
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
」
の
一

環
と
し
て
、
６

月
11
日
（
土
）

か
ら
６
月
21
日

（
火
）
の
期
間
、

県
内
を
３
台
の

宣
伝
カ
ー
に
よ

る
声
の
宣
伝
を

実
施
し
ま
し
た
。

宣
伝
内
容
は

「
力
対
力
」
の

対
応
で
は
、
平

和
は
守
れ
ず
世

界
と
地
域
を
分

断
し
、
新
た
な

軍
事
的
緊
張
を

つ
く
り
、
戦
争

へ
の
道
づ
く
り
に
ほ
か
な
ら
な

い
こ
と
。
7
月
の
参
議
院
選
挙

で
は
「
戦
争
か
平
和
か
」
が
問

わ
れ
て
い
る
、
憲
法
改
悪
と
戦

争
す
る
国
づ
く
り
に
突
き
進
む

改
憲
勢
力
を
必
ず
3
分
2
以
下

に
追
い
込
み
、
市
民
と
野
党
の

共
闘
で
、
憲
法
を
い
か
し
て
国

民
の
願
い
を
実
現
す
る
政
治
に

転
換
す
る
た
め
に
力
を
合
わ
せ

ま
し
ょ
う
、
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。宣

伝
カ
ー
の
看
板
を
ウ
ク
ラ

イ
ナ
カ
ラ
ー
（
黄
色
と
青
）
に

す
る
な
ど
し
て
、
な
る
べ
く
人

目
を
引
く
よ
う
に
工
夫
を
し
ま

し
た
。
そ
の
甲
斐
も
あ
っ
て
か

繁
華
街
な
ど
人
通
り
の
多
い
場

所
で
は
注
目
を
集
め
宣
伝
効
果

も
あ
り
ま
し
た
。

県
評
を
は
じ
め
８
地
域
労
組

延
べ
28
人
の
参
加
で
実
働
15
日

間
１
４
１
４
ｋ
ｍ
を
走
行
し
ま

し
た
。
今
回
、
宣
伝
カ
ー
の
運

行
は
急
な
呼
び
か
け
と
な
り
ま

し
た
が
、
多
く
の
方
の
協
力
を

得
て
実
施
で
き
た
こ
と
は
、
憲

法
問
題
の
重
要
性
を
み
ん
な
が

感
じ
て
い
る
表
れ
だ
と
思
い
ま

す
。
秋
に
も
宣
伝
を
行
う
予
定

で
す
。

～憲法を守り
いかすキャンペーン～ NO.2

宣
伝
カ
ー
３
台

県
内
を
駆
け
る

ユ
ー
コ
ー
プ
労
組
、
神
奈
川
県
・

静
岡
県
か
ら
の
参
加
者
＝
19
日

改憲勢力が3分の2
第26回参議院選挙は10日投開票されました。県評は、この間「選

挙に行こう」「憲法を守りいかす」キャンペーンなど繰り広げてき

ました。

選挙結果は、与党が146議席、野党は102議席となり、改憲勢力
（自民・公明・維新・国民）は177議席と3分の2を超え（3分の2＝16
6）憲法改正案を発議する可能性があります。私たちは市民と一緒に
憲法改憲を許さない、憲法を守る運動を強めなければなりません。

政治を変えるには「野党は共闘」を今後も追及していかなければ

なりません。

静岡選挙区では、若林氏（自民）と平山氏（無所属）が当選しまし

た。投票率は52.97％でした。

参
議
院
選
挙
結
果



２
０
１
０
年
ト
ヨ
タ
自
動
車

で
自
死
し
た
社
員
の
労
災
を
、

名
古
屋
高
裁
が
パ
ワ
ハ
ラ
を
認

め
労
災
認
定
し
ま
し
た
。
こ
れ

に
対
し
ト
ヨ
タ
は
、
再
発
防
止

策
（
１
）
声
を
出
し
や
す
い
職

場
づ
く
り
（
２
）
パ
ワ
ハ
ラ
に

対
す
る
厳
格
な
姿
勢
を
就
業
規

則
に
反
映
さ
せ
る
な
ど
5
項

目
の
取
り
組
み
を
出
し
ま
し
た
。

２
０
２
０
年
6
月
に
「
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
防
止
法
」
が
法
制
化

さ
れ
、
今
年
の
4
月
か
ら
中

小
企
業
も
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

事
業
主
に
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
措
置

を
講
じ
る
こ
と
を
義
務
付
け
、

併
せ
て
、
事
業
主
に
相
談
し
た

こ
と
等
を
理
由
と
す
る
不
利
益

扱
い
も
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
防
が
大
事

「
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
は
『
い
じ

め
、
嫌
が
ら
せ
』
の
こ
と
で
あ

り
、
発
言
・
行
動
等
が
本
人
の

意
図
に
は
関
係
な
く
、
相
手
を

不
快
に
さ
せ
た
り
、
尊
厳
を
傷

つ
け
た
り
、
不
利
益
を
与
え
た

り
、
脅
威
を
与
え
る
こ
と
を
指

す
。職

場
の
パ
ワ
ハ
ラ
対
策
の
導

入
に
当
た
っ
て
は
、
ト
ッ
プ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
、
ル
ー
ル
を
決
め

る
、
実
態
を
把
握
す
る
、
教
育

す
る
、
周
知
す
る
、
相
談
や
解

決
の
場
を
提
供
す
る
、
再
発
防

止
の
た
め
の
取
り
組
み
な
ど
が

大
事
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
パ
ワ
ハ
ラ
の
予
防
や

復
帰
な
ど
、
労
働
組
合
と
し
て

は
何
が
で
き
る
か
13
の
質
問

が
あ
り
ま
し
た
。

「
職
場
復
帰
に
つ
い
て
、
精
神

科
医
の
『
職
場
復
帰
可
能
』
の

診
断
は
症
状
の
改
善
に
過
ぎ
な

い
こ
と
が
あ
り
得
る
。
職
務
遂

行
機
能
面
の
障
害
が
見
過
ご
さ

れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
り
、
再

発
は
復
帰
後
４
年
間
に
集
中
し
、

再
発
は
初
回
時
と
同
様
の
状
況

で
起
き
る
傾
向
が
あ
る
。

予
防
に
つ
い
て
は
、
労
安
活

動
を
労
組
の
活
動
の
一
つ
に
し
、

安
全
衛
生
委
員
会
を
開
催
さ
せ
、

法
令
や
指
針
を
労
組
の
要
求
と

し
て
取
り
上
げ
、
労
働
時
間
の

適
正
把
握
を
す
る
こ
と
な
ど
が

大
事
」
な
ど
丁
寧
に
答
え
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
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天
笠
医
師
は
、
労
働

と
精
神
医
学
を
積
極
的

に
関
連
づ
け
て
研
究
さ
れ
、

過
労
死
事
件
な
ど
の
医
学
的

意
見
書
を
書
か
れ
て
い
ま
す
。

現
在
静
岡
社
会
健
康
医
学
大

学
院
大
学
に
在
職
、
代
々
木

病
院
で
精
神
医
療
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

労働安全衛生の活動を
労組の活動の一つに

講演会
「職場でハラスメントを防止するために」

静
岡
自
治
労
連
は
、
コ
ロ
ナ

の
影
響
で
3
年
ぶ
り
の
実
施
と

な
っ
た
「
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
」

を
6
月
23
日
、
浜
松
市
を
皮

切
り
に
ス
タ
ー
ト
ま
し
た
。

今
年
の
テ
ー
マ
は
「
ウ
ク
ラ

イ
ナ
情
勢
に
よ
る
憲
法
を
い
か

し
た
日
本
の
外
交
・
支
援
の
在

り
方
、
避
難
民
支
援
の
拡
充
、

自
治
体
の
多
文
化
共
生
社
会
に

つ
い
て
」
で
す
。

浜
松
市
に
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ

の
避
難
民
で
あ
る
家
族
が
住
ん

で
い
ま
す
。
菊
池
委
員
長
が
要

請
書
を
提
出
し
「
ウ
ク
ラ
イ
ナ

情
勢
は
一
層
深
刻
に
な
っ
て
い

る
。
国
際
法
や
国
連
憲
章
に
違

反
し
た
プ
ー
チ
ン
大
統
領
の
行

動
に
、
世
界
各
国
か
ら
批
判
の

声
が
上
が
っ
て
い
る
。
一
方
日

本
で
は
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
に

乗
じ
た
『
核
共
有
』
や
防
衛
費

増
強
な
ど
『
軍
事
対
軍
事
』
の

議
論
が
起
き
て
い
る
。
い
ま
必

要
な
の
は
、
あ
れ
こ
れ
の
価
値

観
で
世
論
を
二
分
す
る
の
で
な

く
、
ロ
シ
ア
政
府
に
よ
る
国
際

法
違
反
で
世
界
が
一
致
し
て
抗

議
し
、
日
本
は
憲
法
9
条
を
い

か
し
て
世
界
と
連
帯
し
て
い
く

こ
と
」
と
訴
え
、
要
請
項
目
を

説
明
し
ま
し
た
。

浜
松
市
は
、
要
請
内
容
を
積

極
的
に
受
け
止
め
、
避
難
民
へ

の
子
育
て
、
福
祉
、
住
宅
、
学

校
教
育
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
対
応

す
る
た
め
の
支
援
体
制
に
つ
い

て
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

静
岡
自
治
労
連
は
、
8
月
４

日
ま
で
県
内
26
市
町
の
自
治
体

を
廻
る
予
定
で
す
。

6
月
5
日
（
日
）
労
政
会
館
で
、
静
岡
県
安
全
健

康
セ
ン
タ
ー
と
県
評
の
共
催
で
「
ど
う
し
た
ら
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
を
防
げ
る
か
、
精
神
疾
患
を
発
症
し
て
し

ま
っ
た
ら
職
場
で
ど
う
し
た
ら
よ
い
か
、
『
職
場
で

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
防
止
す
る
た
め
』
」
と
題
し
て
、

天
笠
崇
医
師
の
講
演
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

厚
生
労
働
省
は
令
和
３

年
の
労
働
災
害
発
生
状
況
を

公
表
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
よ

る
と
死
亡
者
数
も
怪
我
人
も

昨
年
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

労
災
死
亡
者
は
８
６
７
人

で
昨
年
比
65
人
の
増
加
。

建
設
業
で
２
８
８
人
、
製
造

業
で
１
３
７
人
、
林
業
30

人
な
ど
で
す
。

事
故
の
類
型
で
は
製
造
業

は
「
機
械
等
へ
の
挟
ま
れ
、

巻
き
込
ま
れ
」
「
墜
落
転
落
」
、

建
設
業
で
は
「
墜
落
転
落
」

が
そ
れ
ぞ
れ
多
く
「
墜
落
・

転
落
」
は
他
業
種
で
も
多
く

な
っ
て
い
ま
す
。

休
業
4
日
以
上
の
死
傷

者
（
労
災
保
険
が
適
用
さ
れ

る
）
は
、
１
４
９
，
９
１
８

人
で
前
年
比
１
８
，
０
０
０

人
余
の
増
加
。
こ
れ
は
平
成

10
年
以
降
23
年
間
で
最
多

と
な
っ
て
い
ま
す
。
「
転
倒
」

「
動
作
の
反
動
・
無
理
な
動

作
」
な
ど
が
多
い
類
型
で
す
。

前
記
の
死
傷
者
数
に
は
、
コ

ロ
ナ
感
染
症
へ
の
罹
患
に
よ

る
労
働
災
害
者
を
含
ん
で
い

ま
す
が
、
そ
の
数
は
死
傷
者

数
で
１
９
，
３
３
２
人
で
す
。

こ
れ
は
全
死
傷
者
数
の
増
加

を
上
回
る
数
で
す
。
医
療
・

保
険
、
社
会
福
祉
施
設
な
ど

１
２
，
０
０
０
人
余
を
占
め
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
酷
さ
を
示

し
て
い
ま
す
。
新
自
由
主
義

を
進
め
て
き
た
自
・
公
・
維

新
等
の
政
治
の
犠
牲
で
す
。

高
齢
労
働
者
（
60
歳
以

上
）
の
死
傷
者
数
は
３
８
，

５
７
４
人
で
全
死
傷
者
数
の

約
4
分
の
1
を
占
め
て
い

る
の
が
特
徴
的
で
す
。
30

歳
前
後
の
労
働
者
と
比
べ
る

と
65
歳
か
ら
74
歳
の
労
働

者
の
１
，
０
０
０
人
当
た
り

労
災
発
生
率
は
男
性
で
約

2
倍
、
女
性
で
約
3
倍
と

な
っ
て
お
り
、
男
性
は
転
落
・

墜
落
、
女
性
は
転
倒
に
よ
る

災
害
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

外
国
人
労
働
者
は
１
７
２

万
人
程
度
い
る
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
休
業
4
日
以

上
の
死
傷
者
は
５
，
７
１
５

人
で
す
。
発
生
率
は
日
本
人

の
場
合
と
同
じ
程
度
に
な
っ

て
い
ま
す
。

事
故
に
よ
る
死
傷
は
な
か

な
か
減
り
ま
せ
ん
。
「
巻
き

込
ま
れ
」
や
「
転
落
・
墜
落
」

な
ど
は
死
に
つ
な
が
り
ま
す
。

安
全
装
置
や
命
綱
な
ど
を
徹

底
す
れ
ば
防
げ
る
と
思
わ
れ

ま
す
が
、
た
だ
現
場
は
生
産

性
と
低
コ
ス
ト
を
と
こ
と
ん

追
求
す
る
為
に
徹
底
で
き
な

い
の
が
現
状
で
す
。
こ
れ
は

自
・
公
・
維
新
等
が
進
め
て

き
た
「
新
自
由
主
義
」
の
害

悪
で
す
。
現
場
で
常
に
労
働

組
合
が
監
視
し
、
改
善
を
求

め
て
行
く
こ
と
で
し
か
改
善

で
き
ま
せ
ん
。

憲
法
を
生
か
す
政
治
を

県
内
の
自
治
体
へ
要
請

６
月
16
日
（
木
）

の
労
働
研
究
所
の
定

例
研
究
会
は
「
コ
ロ

ナ
禍
で
進
む
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
と
テ
レ
ワ
ー

ク
」
と
題
し
て
、
榊

原
雅
樹
氏
（
県
評
事

務
局
次
長
）
が
報
告

し
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
を
契
機
に
テ

レ
ワ
ー
ク
が
広
が
り

ま
し
た
。
ま
た
、
大

企
業
で
は
、
ジ
ョ
ブ

型
雇
用
へ
の
転
換
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
財
界
が

推
進
す
る
働
き
方
改
革
に
つ
い

て
Ｎ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
企
業
の
実

例
も
参
考
に
し
て
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

テ
レ
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、

２
０
２
２
年
の
経
労
委
報
告
で
、

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
会
社

の
約
９
割
が
推
進
し
て
い
る
と

回
答
し
、
今
後
も
広
く
実
施
さ

「
憲
法
キ
ャ
ラ
バ
ン
」
静
岡
自
治
労
連

れ
る
見
通
し
で
す
。

テ
レ
ワ
ー
ク
の
利
点
と
し

て
は
①
通
勤
時
間
、
通
勤
に
伴

う
精
神
的
・
肉
体
的
負
担
の
軽

減
②
業
務
効
率
化
、
時
間
外
労

働
の
削
減
。
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

問
題
点
・
課
題
と
し
て
は
①
仕

事
と
仕
事
以
外
の
切
り
分
け
が

難
し
い
②
サ
ー
ビ
ス
残
業
や
長

時
間
労
働
が
多
く
な
り
そ
れ
に

伴
う
健
康
破
壊
や
精
神
的
ス
ト

レ
ス
の
増
加
。
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
す
。
ま
た
、
財
界
が
進
め

る
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
は
、
諸
外
国

の
よ
う
な
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
制
度

で
は
な
く
、
日
本
型
の
雇
用
制

度
で
あ
り
、
評
価
制
度
に
よ
る

賃
金
格
差
が
持
ち
込
ま
れ
て
い

る
以
上
、
従
来
の
成
果
業
績
主

義
賃
金
制
度
の
焼
き
直
し
で
、

大
幅
な
賃
金
減
額
に
な
る
こ
と

が
明
白
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
題
点
と
し
て
①
社
員
の
賃

金
減
額
と
抑
制
②
労
働
者
一
人

ひ
と
り
を
孤
立
さ
せ
る
③
雇
用

を
い
っ
そ
う
不
安
定
化
さ
せ
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
導
入

に
際
し
て
は
労
働
組
合
に
よ
る

チ
ェ
ッ
ク
が
必
要
で
す
。

ジョブ型雇用導入は
財界の賃金削減施策 No．72

静
岡
県
労
働
研
究
所

浜
松
市
当
局
（
右
）
と
自
治
労

連
の
役
員
（
左
）

報告する榊原氏＝16日

職場のパワーハラスメント対策は、まず何がハラスメントかを知ることが大事
と語る天笠医師＝5日、静岡市労政会館

教育全国署名始まるよ～

職場の安全衛生を実現するために
静岡県安全健康センター No.94

労
働
災
害
が
増
え
る

生
産
性
追
求
か

一コマ漫画


